
室屋　和子

岡田 　　亮

1年次後学期 　単位数： 2 単位 　時間数：90分× 15 回

1)

2)

3)

4)

5)

量的・質的研究のプロセスと文献検索、研究論文の批判的評価の方法を学ぶ。

 ● 評価方法 発表 40%、討論 20%、レポート 40%により、総合的に評価する。

 ● 参考文献 講義の中で必要に応じて紹介する。

　行動目標 (SBOs)

量的研究のプロセスを説明できる。

関心領域の文献を系統的に検索できる。

研究論文（質的研究）の批判的評価ができる。

研究論文（量的研究）の批判的評価ができる。

質的研究のプロセスを説明できる。

　開講時期：

 ● 科目の教育目標

　一般目標 (GIO)

担当者 （人間情報科学　准教授）

科目名 看護研究方法論（応用）

科目責任者 （成人・老年看護学　准教授）



 ● 授業計画
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量的研究の批判的評価（1） 研究論文（量的研究）を批判的に評価する 岡田

量的研究の批判的評価（4） 研究論文（量的研究）を批判的に評価する 岡田

量的研究の批判的評価（2） 研究論文（量的研究）を批判的に評価する 岡田

量的研究の批判的評価（3） 研究論文（量的研究）を批判的に評価する 岡田

質的研究の批判的評価（3） 研究論文（質的研究）を批判的に評価する 室屋

質的研究の批判的評価（4） 研究論文（質的研究）を批判的に評価する 室屋

質的研究の批判的評価（1） 研究論文（質的研究）を批判的に評価する 室屋

質的研究の批判的評価（2） 研究論文（質的研究）を批判的に評価する 室屋

文献検索の実際（1） 関心領域の文献検索結果を発表する 室屋

文献検索の実際（2） 関心領域の文献検索結果を発表する 室屋

量的研究のプロセス（1） 量的研究のプロセスについて理解する 岡田

量的研究のプロセス（2） 量的研究のプロセスについて理解する 岡田

質的研究のプロセス（1） 質的研究のプロセスについて理解する 室屋

質的研究のプロセス（2） 質的研究のプロセスについて理解する 室屋

項目 内容 担当教員

看護研究の概要 様々な看護研究の方法を概観する 室屋・岡田


